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I ①1紬遺跡（現甲西バイパス ・ 中部横断道）
みだいがわ

御勅0011の古い流路上にある遺跡で、
中世～近世の水田が発見された。洪
水の度ことに新たに水田が作られた
様子がわかる。
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水田跡（中世）規則的な足跡が見られる。

士屋惣蔵と忠臣蔵
土屋惣蔵昌恒は金丸筑前守虎義の五男と

して生まれました。金丸氏は現在南アルプ
ス市徳永にある長盛院の地に館を築き、そ
の周辺を治めていた武田家の重臣です。惣
蔵は成長ののち駿河の武将土屋備前守の養
子となり、土屋姓を名のることになりました。
余談ですが、後世武田二十四将に数えられる惣蔵の兄も 土屋右衛
門尉昌続と、 「士屋」を 姓としました。こちらは信玄が昌続の働
きぶりを讃えて与えた姓で、そもそもは武田家 に代々仕えながら
断絶してしまっていた名門土屋氏のものです。

惣蔵は信玄の病没後、その家督を継いだ武田勝頼の側近とな
ります。

一時は甲斐、駿河、信濃などを治め、数万の軍勢を誇った武田
璽ですが、勝頼が田野の地に追われた時、勝頼に従った人数は惣
蔵をはじめわすか数十人だったとも言われます。

天正10年3月11日、武田家滅亡の日惣蔵は勝頼親子が自害
する 時間を稼ぐため、崖の狭い道筋に立ち、片手に蔓、片手に刀
を持って押し寄せる敵の大軍を防いだと伝えられています。これ
が「土屋惣蔵片手千人斬り」の伝説です。

武田家の形勢が次第に不利になっていく中、次々に勝頼から離
反していく家臣団の中で、金丸氏の一族は惣蔵を含め、四男、七
男も天目山で討ち死にしました。最期まで勝頼を守 り抜いた惣蔵
の姿は、武田家最後の忠臣として今も語り継がれています。

ちなみに、惣蔵の遺児は徳川家康に見いだされ、後に上総国久
留里藩2万石の藩主とな
りました。さらにその子
孫二人は忠臣蔵 と深く関
係します。一人は老中と
なった土屋穀置で、浅爵
たくみのなみ

内匠頭を裁く立場となり
ました。もう 一人は敵役
点良邸の隣に住んだ土屋
主税で、討ち入りを見逃
すだけでなく、高提灯を
掲げ赤穂浪士を助けたと
伝えられています。
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わたしたちの足下には戦国時代に生きた人々の営みが眠っています。 発掘調査で発見された
水田や璽からは、 収穫の喜びや来世への願いなど先人たちの思いが伝わってきます。

I ②右檎北蘊薮遺跡（現甲西バイパス ・ 中部横断道） 1 

墓（中世）北を枕にしている。
かたわらには六道銭が供えら
れていた。

とこう,.. 

戦国時代の井戸や土坑墓が発見された。被
葬者は北枕、手足を折り曲げた姿勢で葬られ
ている。墓からは三途の川の渡し賃といわれ

ろくどうせん

る六道銭や魔除けの道具と考えられる鉄製品
などの副葬品が出土した。井戸や溝からは、
戦国時代の鍋である丙茸土器や藷蘇、かわら
けなどの食器が発見されており、当時の人々
の生活をう かがうことができる。

戦国時代の土器

I ③蘇年島・天緑遺跡第2地点（現市道八田163号線） 1 
どこうぽ

石橋北屋敷遺跡同様、戦国時代の土坑墓が発見された。方形の墓の中
には六道銭とともに、用途不明の細い � 
棒状の鉄製品が副葬されていた。この
他、円形の土坑からは馬の歯が出土し
ている。

I ④三涵枷遺跡（甲西バイパス地点） 1 
法善寺の冦厨濯藷磋」の西側に位置する。中世の水田とともに溝に

よって区画された戦国時代の寺院跡が発見され、「福寿院」が東側へ広
がることがわかった。寺域内からは火葬意を埋葬し厄杢棺が出土。寺院
と関係した人物が葬られたのか木棺には梵字や真言の偲文が歴で書かれ、

にゅうかんさほう

その内容は当時の葬送の手順を書いた元興寺極楽坊所蔵の「入棺作法』
の内容と一致している。また 、寺域内
の井戸からは、兜の飾り金具が出土。

あち

この飾り金具は、長野県下伊那郡阿智
符複語等に伝わる武田信玄の前立てと
極めて類似している。
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I ⑤三蘊遺跡（現罠道） 1 
「法善寺境内図」によれば、近世の法善寺の周囲には20を超える

塔頭があり、壮大な規模を誇っていた。発掘調査の範囲は、その中
でも 一際大きい塔頭である「福寿院」の一部。調査では、戦国時代

そとば

の土器や卒塔婆などの木製品、五輪塔、石臼などが発見された。土
器の中には僧侶の名前と思われる文字が墨書されたものもある。
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I ⑥藉磁跡（農地）

地中レ ー ダ ー調査をした
結果、堀や土塁、いくつも
の地下式坑の存在が確認さ
れた。現在も地中に中世の
城の姿が残されていること
がわかった。

椿城想定図
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出土した歯と六遵銭
（上段2号土坑墓、下段1号土坑璽）

こ�-�

I ⑦ ¥�rt 第二遺跡

平安時代の竪穴住居
跡と戦国時代の墓が2
塞発見された。そ れぞ
れの茎には銅銭が6枚
すつ入れられ、一方の
墓には、香炉や皿など
の土器が 一 緒に埋めら
れていた。
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I 各坂蒋藍の墓
武田信虎に仕えた有力な武
将だったが、忠言が疎ま れ
て遠ざけられ、芦安地区に
住んだと地元で語り伝えら
れる。住居があったとされ
る場所は現在でも「殿屋敷↓

じ
と呼ばれ、天層莉地区夭玉
寺に墓がある。
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牛頭天王の廃
祠を天正年間、
武田家家臣の
原大隈守が本
堂を建立し再
興したと伝え
られる。

＂即費ロー

天長年間、弘法大師創建と
伝えられる寺院。武田五郎
信光が再興し、天文年間に武田家の重臣であった
跡部大炊介が真言宗寺院を改宗して現在の曹洞宗
寺院を建立した。本尊は釈迦如来創�i・ �苅研»
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跡部大炊介
の屋敷跡を
寺としたと
伝えられる。
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闘鸞一

臨済宗寺院。信玄の母、
大井夫人の菩提寺 。
大井夫人の墓がある。もともと長禅寺
と称するが、後に甲府に長禅寺が造ら
れたため古長禅寺と称するようになった。

r 
母とともに信玄も、時の住職、蔽秀先
日に深く帰依し、「信玄」の法号も岐秀

が授けたものと言われる。 剰罰詞野9

鳳
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東落合の常
泉寺は、武
田勝頼に従
い天目山で
自害した河
村下野守道
雅の屋敷跡
と伝わって
いる。寺は、
道雅の妻が、
亡き夫の菩提を弔う ために建立したと
言われ、河村家ゆかり の阿弥陀如来な
ども伝えられている。
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戦国時代以前から続く伝統の市。
現在も2月の1 0·1 1日の両E3に
開かれ、 甲府盆地に春を呼ぷ祭
りとして親しまれている。古くは、
法憧院の天文3年(1534)の厨
子銘に十日市場の村名がみえる。
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小笠原長清の孫、上野盛長が鎌倉
時代に築いた城で、上野城と呼ん
だが付近に山茶が多く、椿城とも
呼ばnぷ；。後代武田信虎と争った
大井信達の居城となる。大井信達
の娘、大井夫人は信虎の正室とな
り、後に信玄を産むことになる。
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土屋惣蔵は武田家滅亡の最後 まで勝頼
に仕えた武将。織田軍を防ぎ、勝頼に
自害の時を与えた「片手千人斬り」の
伝説を残す。惣蔵の墓の他、次兄昌続
ら金丸氏一族の募がある。ヽ9時苓精9

＂沿渭�集硲●

金丸氏は代々武田家に仕える家柄で、
現在の長盛院の地に館を築いた。東側
は雇の要害で、西側には土塁と堀がめ
ぐらされている。四代金丸虎義の次男
が武田二十四将にも数えられる土屋右
衛門尉昌続、五男が土屋惣蔵。

I③茜耐臣のお経塚（現畑地）と

④西原宕籟塔群
西野の武将、萌篇磋には西野姫と呼ばれ
る美しい娘がおり、武田信虎に嫁ぐこと
になっていた。しかし、敵対する大井氏
に一族が攻め滅ぽされたため、西野姫は
尼僧となり、お経塚で一族の菩提をとむ
らったと伝えられる。西野西原の円通寺
北西には、妙 ― 鼠..,_ 'ff; 
慶院と西野姫
の供養塔と伝­
えられる五輪
塔と宝霰印塔
がある。
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真言宗 の寺院。武田氏の氏神武田八幡
神社の別当を務め、武田氏の戦勝祈願
寺でもあった。信玄が自箪し法善寺へ
奉納した和歌百首は文化8年(1811)
の火災で焼失したが、消失前に筆写さ
れた木版本が残る。

,. 一
戦勝祈願文と僭玄

木

像（法善寺蔵）
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